
高効率好気性排水処理システム

特長

1. BOD 容積負荷を標準活性汚泥法の 20倍～ 40倍
にまで高く設定し、リアクターの設置面積を 1/10
以下にできます。

2. 運転に必要な動力を低く抑えることができます。
3. 設備がコンパクトなので、イニシャルコストが安
価です。

アクアスノーベルは酸素溶解効率を大幅に高める下降流アクアスノーベルは酸素溶解効率を大幅に高める下降流
ばっ気方式（Down Stream Aeration、特許出願中）を採ばっ気方式（Down Stream Aeration、特許出願中）を採
用。BOD容積負荷を15~30kg-BOD/m用。BOD容積負荷を15~30kg-BOD/m33・dayまで大き・dayまで大き
くできます。従来のばっ気槽に代わるリアクターに必要くできます。従来のばっ気槽に代わるリアクターに必要
な設置面積を標準活性汚泥法と比較して10分の1以下な設置面積を標準活性汚泥法と比較して10分の1以下
にできます。にできます。

さらに、DSAは強力な流れを小さな動力で発生させるさらに、DSAは強力な流れを小さな動力で発生させる
ことができるため、運転に必要な電気料金も大きく削減ことができるため、運転に必要な電気料金も大きく削減
できます。できます。
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既設の膜分離（MBR）汚泥設備に曝気槽を増設した場合と、アクアスノーベルを導入した場合との比較例

排水量 1200m3/日の排水処理設備で、排水中の BOD濃度が 1600mg/Lから 2500mg/Lに増え、
BOD負荷が増大

＜活性汚泥槽の増設＞
水槽容積 既設より 1350m3「アップ　」
ばっ気動力 200kW「アップ　」

＜アクアスノーベル導入＞
水槽容積 既設の 1/4に「ダウン　」
ばっ気動力 30kW「ダウン　」

既設 2400m3 増設 1350m3既設 2400m3 増設 1350m3

曝気槽：計 2400m3

　動力：計 140kW
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曝気槽：計 3750m3

　動力：計 200kW

アクアスノーベル

曝気槽：計 2400m3

　動力：計 140kW

膜分離活性汚泥法のみ
（MBR）

アクアスノーベル
＋MBR

アクアスノーベル
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曝気槽：計 550m3

　動力：計 110kW
曝気槽：計 550m3

　動力：計 110kW

既設の 1/4
MBR

活性汚泥増設から 1/7

曝気槽：計 3750m3

　動力：計 200kW
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1.処理条件
・排水量　1200m3/d
・標準活性汚泥の BOD容積負荷
　0.8kg-BOD/m3・d
・アクアスノーベルの BOD容積負荷
　20kg-BOD/m3・d

2.負荷増大前
・原水 BOD濃度　1600mg/L
　BOD負荷量　1920kg-BOD/d

3.負荷増大後
・原水 BOD濃度　2500mg/L
　BOD負荷　3000kg-BOD/d


